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令和４年３月４日　金曜日 2第279号 増刊①

様式第１号その１（第３条）

注）１ 履歴書を添付すること（公立学校の教職員は所属長の奥書証明のあるものでも可）。
２ 手数料は､福岡県教育職員免許状関係手数料条例及び福岡県領収証紙条例の定めるところに
より納入すること。

３ 市町村（中学校組合）立学校の現職者にあっては、政令市教育委員会又は県教育庁教育事務
所を経由して提出すること。

４ 学校に勤めている場合は、現所属欄に学校名を記入すること。
５ 旧姓又は通称名の併記を希望する場合は、戸籍抄本又は在留カードの写し等を添付すること。 

教 育 職 員 免 許 状 授 与 申 請 書
教 育 職 員 免 許 状 交 付 申 請 書
教 育 職 員 検 定 申 請 書
教 育 職 員 免 許 状 追 加 申 請 書

年 月 日

福岡県教育委員会 殿

本 籍 地 県 都
道 府

ﾌﾘｶﾞﾅ

氏 名

生年月日
和暦 年  月  日
（西暦 年）

旧姓併記
希望の場合

ﾌﾘｶﾞﾅ
旧 姓：

通称名併記
希望の場合

ﾌﾘｶﾞﾅ
通称名：

現 住 所
〒

電 話

現 所 属 電 話

私は教育職員免許法第５条第１項第３号から第６号までの規定に該当しないこと及び申請に
ついての虚偽又は不正のないことを宣誓します。

授与
つきましては、下記免許状の  交付          を申請します。

新教育領域の追加の定め

記

受けようとする
免許状の種類

幼 小 中 高 養護
栄養 特支 自立教科等 

専修
１種
２種
特別
臨時

教科又は
特別支援
教育領域

※以下教育委員会記入欄

受 付 日 付
根拠規定

新旧区分
□ 新免許状（所要資格取得年度 年度） 
□ 旧免許状
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令和４年３月４日　金曜日 4第279号 増刊①

様式第 1 号その 2(第 3 条) 

 
 
 
 

 
教育職員免許状授与申請書(一括申請用) 

 
  年  月  日 

 
 福岡県教育委員会 殿 

申請者 住 所            
氏 名          

 
 
 私は、教育職員免許法第 5 条第 1 項第 3 号から第 6 号までの規定に該当しないことを

宣誓し、次の免許状の授与を申請します。 
 
1 申請する免許状の種類 
              (              ) 
2 教科、特別支援教育領域又は事項 
              (              ) 
3 履歴事項   フリガナ 
              (              ) 
        氏 名 
              (              ) 
         旧  姓 
         ※併記を希望する場合のみ 
              (                            ) 
         通 称 名 
         ※併記を希望する場合のみ 
              (                            ) 
        生年月日        年  月  日生 
              (              ) 
        本 籍 地 
              (          県都道府) 
        学 歴 
              (          )(          ) 
                         (          ) 
               年  月～  年  月 
              (               )(  )(  ) 
 以上の内容に誤りのある場合は、当該項目下の(  )内に訂正して下さい。 
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令和４年３月４日　金曜日 6第279号 増刊①

様式第３号（第３条） 

注１ 休職期間には､育児休業期間等を含めること。 
 ２ 小学校の教諭等で教科を担任しない場合は、教科欄及び教科に関する所見欄は空欄とする。 

  ３ 特別支援学校に勤務した場合にあっては､備考欄に「担当学部」及び「担任した特別支援学校教育領

域」を記入すること。また、教科欄には主に担当した教科を記入すること。（例：「国語」、「自立

活動」、合わせた指導の場合は「合科」） 
  ４ 実務証明責任者は､大学附置の国立学校（学校教育法第２条第２項に規定する国立学校をいう。）又

は公立学校にあってはその大学の学長、大学附置の学校以外の公立学校にあってはその学校を所管す

る教育委員会､私立学校にあっては､学校法人の理事長とすること。 

  ５ 提出は親展書類とすること。 
 ６ 氏名欄の（旧姓）、（通称名）は申請者の求めに応じて、所属長が確認できる場合に記入すること。 
 

実務成績証明書（教科についての教育成績に関する証明を含む。） 

勤 務 校  氏  
名 

 
 

(旧姓：    )(通称名：        ) 

休 職 期 間 年   月   日から     年   月   日まで 
年   月   日から     年   月   日まで 

勤務の 
内容 

年度 期  間 職 名 教科 週授業時数 備   考 
 自  ．  ． 

至  ．  ． 
    

 自  ．  ． 
至  ．  ． 

    

 自  ．  ． 
至  ．  ． 

    

 自  ．  ． 
至  ．  ． 

    

 自  ．  ． 
至  ．  ． 

    

 自  ．  ． 
至  ．  ． 

    

 自  ．  ． 
至  ．  ． 

    

合    計 年   月（休職期間を除算した勤務期間の実年月数） 

教科に関する 
所    見  

勤 務 成 績  

上記のとおり良好な成績で勤務したことを副申する。 
            年   月   日 
 
                   所 属 長                                      印 
上記のとおり証明する。 
             年   月   日 
 
                    実務証明責任者                                  印 
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令和４年３月４日　金曜日 8第279号 増刊①

様式第３号の２（第３条） 

 
 

 

実 務 証 明 書 

 
１ 勤務者氏名及び生年月日 

                     （旧 姓：       ） 

氏名                 （通称名：         ） 

※ （旧姓）、（通称名）は申請者の求めに応じて、証明者が確認できる場合に記入してください。 

生年月日     年    月    日 

 

２ 良好な成績で勤務した期間等 

    ※ 長期病気休暇、休職・休業期間については、在職年数として認められません。 

勤務期間：      年   月から      年   月 

実労働時間：         時間 

      ※ 実労働時間は、勤務期間における実労働時間の総時間数（合計）をご記入ください。 

３ 施設の概要 

  施設名：                      

    ※ 認定こども園の場合は、構成するそれぞれの施設の名称について、すべて記載をお願いします。 

  認可等年月日：       年   月   日 

    ※ 認可外保育施設の場合は、設立年月日をご記入ください。 

  所在地：                             

  電話番号：                     

 

 上記の者は、本施設において、上記のとおり実務経験を有する者であること

を証明します。 

 

   年   月   日 

 

施 設 名                  

                                印 

証 明 者                  

※ 証明者は、施設を設置する法人の理事長、市区町村長等としてください。（園長は不可） 

 

（注） 特例の対象として認められる勤務期間等（３年かつ４，３２０時間以上）について、複数の施設における勤

務期間等を合算する場合は、それぞれの施設ごとに実務証明書が必要になります。 
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令和４年３月４日　金曜日 10第279号 増刊①

様式第４号 （第３条） 

注  １  観察の内容は具体的に記入すること。 
２  提出は親展書類とすること。 
３ 有効期限は、証明日から３か月以内である。 

４ 氏名欄の（旧姓）、（通称名）は申請者の求めに応じて、証明者が確認できる場合に記入すること。 

人 物 証 明 書 

現 住 所  

氏 名 
 
 
(旧姓：    )(通称名：       ) 

現職名  

生年月日  年   月   日生 
観 察 の 区 分 観   察   の   内   容 

性 格 
 

指 導 力  

 

研 究 心  

 

社 会 性   

信 頼 性   

所 見 
 教育職員とし 
ての適格性 

  

 
上 記 の と お り 証 明 す る 。  

 
        年       月       日 

 
証 明 者                                     印  
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令和４年３月４日　金曜日 12第279号 増刊①

様式第５号（第３条） 

注 １ 有効期限は１年以内とする。 

２ 氏名欄の（旧姓）、（通称名）は申請者の求めに応じて、証明者が確認できる場合に

記入すること。 

 
 

身 体 証 明 書 

氏 名 

 

 

 

(旧 姓：        ) 

(通称名：                ) 

生年月日      年  月  日生 

視力 
右 

左 
（矯 正） 

右 

左 

聴力 
右 

左 

疾病異常

等の所見 

（   有り  ・   無し  ）※いずれかに○を付けてください。 

※「有り」の場合はその内容を以下に記入するとともに、業務への支障の有無についても記入してください。 

 

 上記のとおり証明する。 

 

 

     年  月  日 

 

 

 

 

              医療機関 所在地 

                   名 称 

              医師氏名                    

                         （署名又は記名押印） 
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令和４年３月４日　金曜日 14第279号 増刊①

様式第６号（第３条） 
 

注 １ 業務内容は、具体的に記入すること。 

   ２ 氏名欄の（旧姓）、（通称名）は申請者の求めに応じて、所属長が確認できる場

合に記入すること。 

 

実地の経験及び技術に関する証明書 

  現 住 所    

  氏  名 

 

 
（旧 姓：        ） 
（通称名：        ） 

生 年 月 日  年   月   日生 

勤 務 期 間 勤  務  先   職  名 業 務 内 容 

    

 

 技術に関する 

 

 証    明 

 

        上 記 の と お り 副 申 す る 。 

 

                  年   月   日 

 

                            所属長                                             印 

        上 記 の と お り 証 明 す る 。 

 

                   年   月   日 

 

                         実務証明責任者                                         印 



令和４年３月４日　金曜日15 第279号 増刊①
　

様
式
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和４年３月４日　金曜日 16第279号 増刊①

様式第９号（第３条） 

教育職員免許状書換申請書 

                               
年   月   日 

 福岡県教育委員会 殿 
 
                     本 籍 地             都道府県 
                     （フリガナ） 

                     氏 名                 

                          

                     生年月日       年   月   日生 

                     現 住 所 〒   ‐    
 
                     電話番号 自宅     ‐    ‐        
                          携帯     ‐    ‐        
 
 下記のとおり、本籍地 ・ 氏名 を変更しましたので、教育職員免許状の書換えを申請します。 

 本籍地 氏名 
変更年月日 

（婚姻日・転籍日等） 
変更前 県都道府  

   年  月  日 
変更後 県都道府  

旧姓併記希望の有無 有 ・ 無 （必ず〇をつけてください。） 
 

免許状の種類 教科又は 
特別支援領域 番号 授与年月日 免許状記載の氏名 

（旧姓等） 
免許状記載 
の本籍地 

（記入例） 
中一種 国語 第   1234   号 平成 30 年 3月 30 日 山田 太郎 福岡県 

  第     号   年  月  日   

  第     号   年  月  日   

  第     号   年  月  日   

  第     号   年  月  日   

（留意事項） 
 ・ 福岡県が授与した免許状に限り書換えができます。他都道府県で授与された免許状については、授与した都道

府県教育委員会にお尋ねください。 

 ・ 複数の免許状を書き換える場合は、書換え枚数分の手数料（福岡県領収証紙）が必要となります。 

 ・ 番号及び授与年月日欄は、再交付と同時に申請する場合で不明な場合、空欄としてください。 
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令和４年３月４日　金曜日 18第279号 増刊①

様式第１０号の２（第３条の２） 
有効期間更新（講習修了）申請書 
更 新 講 習 修 了 確 認 申 請 書 

福岡県教育委員会 殿 
  年  月  日 

※勤務校・機関、職名は、現職教員でない等のために記載できない場合は不要。

※旧姓又は通称名の併記を希望する場合は、戸籍抄本又は在留カードの写し等を添付すること。

私は、下記の免許状を有しており、免許状更新講習の課程を修了したため、 
〔  有効期間の更新  ・  更新講習の修了確認  〕 を申請します。

【有する免許状】

【修了又は履修した免許状更新講習】 

フリガナ
氏  名 本 籍 地 都道府県 

旧姓併記 
希望の場合 

ﾌﾘｶﾞﾅ
旧 姓：

生年月日 年  月  日 
通称名併記 
希望の場合 

ﾌﾘｶﾞﾅ
通称名：

勤 務 校 
・ 

機 関 
職 名 

現 住 所 
〒

電 話 

免許状種類 免許状番号 授与年月日 授与権者 
（教育委員会） 

免許状記載
の氏名 

免許状記載
の本籍地 

都道 
府県 

都道 
府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

領  域 開設者 時間 修了（履修）年月日 対象免許種 

必 修 領 域
時間  年   月 日 

選択必修領域
時間  年   月 日 

選 択 領 域 

時間  年  月  日 教・養・栄 

時間  年   月 日 教・養・栄 

時間  年   月 日 教・養・栄 
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令和４年３月４日　金曜日 20第279号 増刊①

様式第１０号の３（第３条の２） 

 有効期間更新（講習受講免除）申請書 
免 許 状 更 新 講 習 免 除 申 請 書 

福岡県教育委員会 殿 

年    月 日 

※旧姓又は通称名の併記を希望する場合は、戸籍抄本又は在留カードの写し等を添付すること。

私は、下記２の免許状を有しており、下記１の事由により、免許状更新講習の 
〔  受講免除による有効期間の更新  ・  講習の受講免除   〕  を申請します。  

【１ 免除事由】：  

【２ 有する免許状】  

【証明者記入欄】 ※上記１の免除事由に該当することの証明のため御記入ください。 

上記の者は、教育職員免許法施行規則第６１条の４に規定する者又は 
教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令（平成２０年文部科学 

省令第９号）附則第１０条第１項に規定する者に該当する。 

年 月 日 

（証明者）

フリガナ

氏  名
本 籍 地 都道府県 

旧姓併記 

希望の場合 

ﾌﾘｶﾞﾅ

旧 姓： 
生年月日 年 月 日 

通称名併記 

希望の場合 

ﾌﾘｶﾞﾅ

通称名： 

勤 務 校 
・

機 関 
職 名 

現 住 所 
〒 電 話 

免許状種類 免許状番号 授与年月日 授与権者 
（教育委員会） 

免 許 状 記 載 
の氏名 

免 許 状 記 載 
の本籍地 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 



令和４年３月４日　金曜日21 第279号 増刊①
　

様
式
第
十
号
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和４年３月４日　金曜日 22第279号 増刊①

様式第１０号の４（第３条の２） 
有 効 期 間 延 長 申 請 書 
 修 了 確 認 期 限 延 期 申 請 書 

福岡県教育委員会 殿
年    月 日 

※旧姓又は通称名の併記を希望する場合は、戸籍抄本又は在留カードの写し等を添付すること。

私は、下記２の免許状を有しており、下記１の事由により、
年    月 日まで〔  有効期間の延長 ・ 修了確認期限の延期 〕  

を受けることを申請します。 

【１ 延長・延期事由】：  
（  年  月  日～  年 月  日） 

【２ 有する免許状】 

【３ 延長（延期）前の有効期間(修了確認期限)】 年   月    日

【証明者記入欄】 ※上記１の延長・延期事由に該当することの証明のため御記入ください。 

上記の者は、教育職員免許法施行規則第６１条の５又は教育職員免許法施行 
規則の一部を改正する省令（平成２０年文部科学省令第９号）附則第７条に 
規定する事由に該当することを証明する。 

年 月 日 

（証明者）

フリガナ
氏  名 本 籍 地 都道府県 

旧姓併記 
希望の場合 

ﾌﾘｶﾞﾅ
旧 姓：

生年月日 年 月 日 
通称名併記 
希望の場合 

ﾌﾘｶﾞﾅ
通称名：

勤 務 校 
・

機 関 

職 名 

現 住 所 
〒 電 話 

免許状種類 免許状番号 授与年月日 授与権者 
（教育委員会） 

免 許 状 記 載 
の氏名 

免 許 状 記 載 
の本籍地 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 

  都道 
  府県 



令和４年３月４日　金曜日23 第279号 増刊①
　

様
式
第
十
号
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和４年３月４日　金曜日 24第279号 増刊①

様式第１０号の５（第３条の２） 
教育職員免許法及び教育公務員特例法の一部を改正する法律（平成１９年 

法律第９８号）附則第２条第３項第３号の確認申請書 
福岡県教育委員会 殿 

  年  月  日 

※勤務校・機関、職名は、現職教員でない等のために記載できない場合は不要。

※旧姓又は通称名の併記を希望する場合は、戸籍抄本又は在留カードの写し等を添付すること。

私は、下記の免許状を有しており、免許状更新講習の課程を修了したため、教
育職員免許法及び教育公務員特例法の一部を改正する法律（平成１９年法律第９
８号）附則第２条第３項第３号に規定する確認を申請します。 

【有する免許状】

【修了又は履修した免許状更新講習】 

フリガナ
氏  名 本 籍 地 都道府県 

旧姓併記 
希望の場合 

ﾌﾘｶﾞﾅ
旧 姓：

生年月日 年  月  日 
通称名併記 
希望の場合 

ﾌﾘｶﾞﾅ
通称名：

勤 務 校 
・ 

機 関 
職 名 

現 住 所 
〒

電 話 

免許状種類 免許状番号 授与年月日 授与権者 
（教育委員会） 

免許状記載
の氏名 

免許状記載
の本籍地 

都道 
府県 

都道 
府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

 都道 
 府県 

領  域 開設者 時間 修了（履修）年月日 対象免許種 

必 修 領 域
時間  年   月 日 

選択必修領域
時間  年   月 日 

選 択 領 域 

時間  年  月  日 教・養・栄 

時間  年   月 日 教・養・栄 

時間  年   月 日 教・養・栄 



令和４年３月４日　金曜日25 第279号 増刊①
　

様
式
第
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和４年３月４日　金曜日 26第279号 増刊①

様
式
第
十
八
号
（
第
十
八
条
）

（
教
育
職
員
）
特
別
免
許
状

本
籍
地

氏

名

（
旧

姓
）

（
通
称
名
）年

月

日
生

右
の
者
に
教
育
職
員
免
許
法
第
五
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
（
左
記
の
教
科
に
つ
い
て
）
（
教
育
職
員
）
特
別
免
許
状
を
授
与
す
る
。

（
記
）年

月

日

福
岡
県
教
育
委
員
会

印

（
番
号
）

根
拠
規
定

教
育
機
関
名

卒
業
又
は
修
了
の
年
月
日

有
効
期
間
の
満
了
の
日

年

月

日

備

考

備
考
一

（
教
育
職
員
）
の
箇
所
は
、
小
学
校
教
諭
、
中
学
校
教
諭
又
は
高
等
学
校
教
諭
の
よ
う
に
記
入
す
る
こ
と
。

二

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
施
行
規
則
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。



令和４年３月４日　金曜日27 第279号 増刊①
　

様
式
第
十
九
号
そ
の
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和４年３月４日　金曜日 28第279号 増刊①

様
式
第
十
九
号
そ
の
一
（
第
十
九
条
） 

 

（
教
育
職
員
）
免
許
状 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
籍
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏 

名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧 

姓
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
通
称
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 
 

月 
 

日
生 

  
 

右
の
者
に
（
教
育
職
員
免
許
法
第 

 

条
）
（
教
育
職
員
免
許
法
施
行
法
第
二
条
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
（
左
記
の
教
科
に
つ
い
て
）
（
教
育
職
員
）
免 

許
状
を
授
与
す
る
。 

  
 
 
 
 
 

（
記
） 

  
 
 
 
 
 
 
 

年 
 

月 
 

日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
岡
県
教
育
委
員
会 

 
 

印 

 

（
番
号
） 

根
拠
規
定 

基
礎
資
格 

教
育
機
関
名 

卒
業
又
は
修
了
の
年
月
日 

 
 

こ
の
免
許
状
は
、
教
育
職
員
免
許
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
授
与
し
た
日
か
ら
三
年
間
福
岡
県
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
。 

備 

考 
 

 
 

備
考
一 

（
教
育
職
員
）
の
箇
所
は
、
小
学
校
助
教
諭
、
中
学
校
助
教
諭
又
は
高
等
学
校
助
教
諭
の
よ
う
に
記
入
す
る
こ
と
。 

      

二 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
施
行
規
則
第
七
十
二
条
第
一
項
又
は
施
行
法
施
行
規
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 



令和４年３月４日　金曜日29 第279号 増刊①
　

様
式
第
十
九
号
そ
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令和４年３月４日　金曜日 30第279号 増刊①

様
式
第
十
九
号
そ
の
二
（
第
十
九
条
） 

 

（
教
育
職
員
）
免
許
状 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
籍
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏 

名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧 

姓
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
通
称
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 
 

月 
 

日
生 

  
 

右
の
者
に
教
育
職
員
免
許
法
施
行
法
第
一
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
（
左
記
の
教
科
に
つ
い
て
）
（
教
育
職
員
）
免
許
状
を
有
す
る
も
の
と
み
な
す
。 

  
 
 
 
 
 

（
記
） 

  
 
 
 
 
 
 
 

年 
 

月 
 

日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
岡
県
教
育
委
員
会 

 
 

印 

 

（
番
号
） 

根
拠
規
定 

基
礎
資
格 

教
育
機
関
名 

卒
業
又
は
修
了
の
年
月
日 

 
 

こ
の
免
許
状
は
、
教
育
職
員
免
許
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
授
与
し
た
日
か
ら
三
年
間
福
岡
県
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
。 

備 

考 
 

 
 

備
考
一 

（
教
育
職
員
）
の
箇
所
は
、
小
学
校
助
教
諭
、
中
学
校
助
教
諭
又
は
高
等
学
校
助
教
諭
の
よ
う
に
記
入
す
る
こ
と
。 

      

二 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
施
行
規
則
第
七
十
二
条
第
一
項
又
は
施
行
法
施
行
規
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 



令和４年３月４日　金曜日31 第279号 増刊①

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
分
の
間
、
な
お
所
要
の
修
正
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
三
号

　
長
が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
な
る
べ
き
病
院
等
の
指
定
（
昭
和
四
十
五
年
八
月
福
岡
県
選
挙
管
理
委

員
会
告
示
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

　

二　

老
人
ホ
ー
ム
の
表
中

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
・
ア
バ
ン
２
号
館

〃　
　

行
事
一

－

四

－
一
一

　

を

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
亀
保
の
里

豊
前
市
大
字
鬼
木
六
三

－

一

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
・
ア
バ
ン
２
号
館

〃　
　

行
事
一

－

四

－

一
一

シ
ル
バ
ー
メ
イ
ト
館
西
宮
市

〃　
　

西
宮
市
五

－

三
〇

－

三

　

に
改
め
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
亀
保
の
里

豊
前
市
大
字
鬼
木
六
三

－

一

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名

称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任
者

の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

石
松
雄
太
後
援

会

石
松　

雄
太

中
山
ち
な
み

福
岡
県
京
都
郡
み
や
こ
町
節
丸
一
三
六
一

三
、
一
二
、
二
七

川
野
え
つ
こ
応

援
団

川
野　

悦
子

川
野　

悦
子

福
岡
県
小
郡
市
希
み
が
丘
六

－

一

－

二

三
、
一
二
、　

六

く
る
め
市
民
党

木
原　

丈
博

平
木　

佑
児

福
岡
県
久
留
米
市
三
潴
町
生
岩
四
〇
一

三
、
一
二
、
二
八

黒
岩
智
行
後
援

会

黒
岩　

智
行

大
坪　
　

孝

福
岡
県
久
留
米
市
城
南
町
二
〇

－

一
一

三
、
一
二
、
二
七

白
水
え
い
じ
後

援
会

白
水　

英
至

白
水　

克
代

福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
町
ゆ
り
が
丘
一

－

一

三

－

一
〇

三
、
一
二
、　

一

そ
う
ゆ
た
か
後

援
会

宗　
　

晶
子

宗　
　
　

裕

福
岡
県
築
上
郡
築
上
町
大
字
湊
一
三
七
三

－

二

三
、
一
二
、
二
二

中
尾
正
俊
後
援

会

中
尾　

正
俊

中
尾
真
理
子

福
岡
県
糸
島
市
波
多
江
駅
北
四

－

二

－

一

－

三
〇
一

三
、
一
二
、　

二

森
野
和
彦
後
援

会

森
野
鉄
之
助

丸
山　
　

厳

福
岡
県
田
川
郡
福
智
町
金
田
二
六
五

三
、
一
二
、
一
五

安
川
し
げ
の
ぶ

後
援
会

安
川　

茂
伸

藤
木　

幸
雄

福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
町
原
田
五

－

一

－

三

二

三
、
一
二
、
一
六

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

㈠　

政
党
の
支
部



令和４年３月４日　金曜日 32第279号 増刊①

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

異
動
事
項

　
　

新

　
　

旧

異
動
年
月
日

公
明
党
参
議
院
福

岡
選
挙
区
第
１
総

支
部

藤
井　

弘
美

会
計
責
任
者
の

氏
名

深
田　

知
行

新
沼　

裕
司

三
、
一
二
、　

一

日
本
維
新
の
会
衆

議
院
福
岡
県
第
１

選
挙
区
支
部

山
本　

剛
正

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
大
井
二

－

一
三

－

二
三

福
岡
県
福
岡
市

東
区
土
井
一

－

二
二

－

二
九

三
、
一
二
、　

一

立
憲
民
主
党
福
岡

県
総
支
部
連
合
会

城
井　
　

崇

代
表
者
の
氏
名

城
井　
　

崇

山
内　

康
一

三
、
一
二
、　

四

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

異
動
事
項

　
　

新

　
　

旧

異
動
年
月
日

こ
ど
も
・
保
育
政

治
連
盟
北
九
州
支

部

新
川　

友
明

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

福
岡
県
北
九
州

市
八
幡
西
区
岩

崎
二

－

七

－

一

新
川　

友
明

岡
本　
　

一

福
岡
県
北
九
州

市
八
幡
西
区
千

代
ケ
崎
二

－
一

二

－
二
四

橘
原　

智
司

新
川　

友
明

三
、　

三
、
二
六

し
お
か
わ
秀
敏
後

援
会

塩
川　

秀
敏

政
治
団
体
の
名

称代
表
者
の
氏
名

し
お
か
わ
秀
敏

後
援
会

塩
川　

秀
敏

秀
友
会

塩
川　

宣
子

三
、
一
二
、　

一

税
理
士
に
よ
る
鬼

木
誠
後
援
会

織
田　

洋
輔

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

福
岡
県
福
岡
市

南
区
塩
原
二

－
九

－

二
七

織
田　

洋
輔

石
橋　

裕
明

福
岡
県
福
岡
市

南
区
大
楠
三

－

二

－

一
六

吉
田
扶
久
子

西
嶋　

俊
光

三
、
一
一
、
二
一

高
瀬
弘
美
を
励
ま

す
会

藤
井　

弘
美

会
計
責
任
者
の

氏
名

深
田　

知
行

新
沼　

裕
司

三
、
一
二
、　

一

た
か
に
し
正
人
後

援
会

高
西　

正
人

会
計
責
任
者
の

氏
名

高
西
龍
太
郎

高
西　

大
輔

三
、
一
二
、
二
四

坪
田
晋
後
援
会

坪
田　
　

晋

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅

前
三

－

一
〇

－

二
六　

ス
コ
ー

レ
博
多
五
〇
一

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
吉
塚
二

－

三

－

五　

フ

ル
ー
ル
井
上
一

Ｆ

三
、
一
一
、　

一

フ
ォ
ー
ラ
ム
立
憲

民
主

藤
田　

一
枝

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市

中
央
区
天
神
五

－

六

－

七　

自

治
労
会
館
内　

江
崎
孝
事
務
所

気
付

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
千
代
四

－

二
九

－

五
一　

河
野
ビ
ル
二
Ｆ

三
、
一
二
、
一
五

福
岡
県
民
主
教
育

政
治
連
盟

本
村　

隆
幸

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の

氏
名

本
村　

隆
幸

藤
井　

隆
晴

辻　
　
　

傑

本
村　

隆
幸

三
、
一
二
、　

一

安
川
し
げ
の
り
後

援
会

安
川　

繁
典

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
糟
屋
郡

宇
美
町
明
神
坂

二

－

八

－

二
〇

福
岡
県
糟
屋
郡

宇
美
町
光
正
寺

二

－

一
〇

－

三

〇

三
、
一
二
、
二
八

山
本
剛
正
後
援
会

山
本　

剛
正

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
大
井
二

－

一
三

－

二
三

福
岡
県
福
岡
市

東
区
水
谷
三

－

六

－

二
八

三
、
一
二
、　

一

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治

団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　

政　
　

治　
　

団　
　

体　
　

の　
　

名　
　

称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

粕
屋
未
来
図
研
究
所

中
野　

敏
郎

三
、
一
二
、
一
七

女
性
知
事
を
誕
生
さ
せ
る
み
ん
な
の
会

嶽
村
久
美
子

三
、
一
二
、
一
〇

す
べ
て
は
京
築
と
田
川
、
そ
し
て
、
あ
な
た
の
た
め
に

大
楠　

一
隆

三
、
一
二
、　

七

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を

次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　



令和４年３月４日　金曜日33 第279号 増刊①

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
（
代

表
者
）
の
氏

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体

の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日 

川
野　

悦
子

小
郡
市
議
会
議

員

川
野
え
つ
こ
応

援
団

福
岡
県
小
郡
市
希
み
が
丘
六

－

一

－

二

三
、
一
二
、　

六

黒
岩　

智
行

久
留
米
市
長

黒
岩
智
行
後
援

会

福
岡
県
久
留
米
市
城
南
町
二
〇

－

一
一

三
、
一
二
、
二
七

塩
川　

秀
敏

宮
若
市
長

し
お
か
わ
秀
敏

後
援
会

福
岡
県
宮
若
市
本
城
一
三
五
五

－

二

三
、
一
二
、　

一

中
尾　

正
俊

糸
島
市
議
会
議

員

中
尾
正
俊
後
援

会

福
岡
県
糸
島
市
波
多
江
駅
北
四

－

二

－

一

－

三
〇
一

三
、
一
二
、　

二

安
川　

茂
伸

宇
美
町
長

安
川
し
げ
の
ぶ

後
援
会

福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
町
原
田
五

－

一

－

三
二

三
、
一
二
、
一
一

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ

る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
四
年
三
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

藤　

井　

克　

已　
　

資
金
管
理
団
体

の
届
出
を
し
た

者
の
氏
名

資
金
管
理
団

体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

坪
田　
　

晋

坪
田
晋
後
援

会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅

前
三

－

一
〇

－

二
六　

ス
コ
ー

レ
博
多
五
〇
一

福
岡
県
福
岡
市

博
多
区
吉
塚
二

－

三

－

五　

フ

ル
ー
ル
井
上
一

Ｆ

三
、
一
一
、　

一

安
川　

繁
典

安
川
し
げ
の

り
後
援
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
糟
屋
郡

宇
美
町
光
正
寺

二

－

一
〇

－

三

〇

福
岡
県
糟
屋
郡

宇
美
町
明
神
坂

二

－

八

－

二
〇

三
〇
、
三
、　

一

安
川　

繁
典

安
川
し
げ
の

り
後
援
会

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
岡
県
糟
屋
郡

宇
美
町
明
神
坂

二

－

八

－

二
〇

福
岡
県
糟
屋
郡

宇
美
町
光
正
寺

二

－

一
〇

－

三

〇

三
、
一
二
、
二
八




